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商工振興課

資料１



宇部市産業振興計画の策定

・全業種の規模別割合で、市内中小企業の割合は 99.0% 

宇部市の産業現状-市内産業全体の傾向-

小規模事業所（4,667）

70.2%

中小企業（小規模事業所を除く）

（1,913）

28.8%

大企業（66）

1.0%

出典：総務省「平成28年経済センサス-活動調査」
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・県と比較し、宇部市は稼ぐ力(地域外からお金を稼ぐ力)では「化学工業」が突出
・雇用力(市内での雇用吸収力)では「医療業」が突出

出典：総務省「平成28年経済センサス-活動調査」

【宇部市産業の雇用力と稼ぐ力】

16化学工業

45水運業

26生産用機械器具製造業

48運輸に附帯するサービス業

21窯業・土石製品製造業

83医療業

33電気業

88廃棄物処理業

81学校教育

28電子部品・デバイ

ス・電子回路製造業

85社会保険・社会福祉・

介護事業

60その他の小売

業

58飲食料品小売

業

44道路貨物運送業

76飲食店

06総合工事業

92その他の事

業サービス業
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45水運業

16化学工業

17石油製品・…22鉄鋼業

19ゴム製品製造業

87協同組合（他に分類されないもの）

31輸送用機械器

具製造業

21窯業・土石

製品製造業

88廃棄物処理業

98地方公務

83医療業

60その他の小売業

58飲食料品小…

85社会保険・社会福

祉・介護事業

06総合工事業

44道路貨物運…

76飲食店

92その他の事

業サービス業
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【山口県産業の雇用力と稼ぐ力】

宇部市産業振興計画の策定

宇部市の産業現状-雇用力と稼ぐ力-



宇部市産業振興計画の策定
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出典：経済産業省「RESAS 地域経済循環マップ」より作成

・市の生産、分配、支出について、地域経済の自立度を示す地域経済循環率は、
99.2％であるが、県は101.4%となっているため、域外からの所得流入強化
が必要

【地域経済循環マップ：宇部市】

地域経済循環率

山口県 101.4%

周南市 121.7%

防府市 113.1%

下松市 112.9%

宇部市 99.2%

山口市 94.8%

下関市 87.4%

【地域経済循環率】

宇部市の産業現状-市内経済循環-



宇部市産業振興計画の策定

・市町民雇用者報酬を人口で除した、市民1人当たりの雇用者報酬について
本市は202.5万円で山口県内6位（県平均１９６．５万円）
・全国平均222万円

宇部市の産業現状-市民生活との関係-

出典：出典 : 山口県 市町民経済計算（2018 年）、山口県人口移動統計調査結果報告書（2018）より作成
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和木町

宇部市

光市

岩国市

市民１人当たりの雇用者報酬
単位：千円
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令和４年３月に
宇部市産業振興計画を策定

【これまでの産業施策の課題】

・計画達成後のビジョンが共有されていない
・多角的な視点での現状分析が不十分

宇部市の産業の現状、強み、

社会状況などを踏まえたビジョンが必要

宇部市産業振興計画の策定

5



R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

第５次
宇部市総合計画

宇部市
産業振興計画

前期実行計画 R4～R8 後期実行計画 R9～R13

基本構想 R4～R13

計画期間 R4～R13

産業振興計画の計画期間

次世代へつながる
活力に満ちた強い産業のまちへ向けて

宇部市産業振興計画
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現状と課題を整理

立地の特性を
生かした機会の創出

立地の利点を
活かした機会の創出

社会的課題等への
取組や対応

ビジネス環境の
魅力を促進

産業を
とりまく
環境

立地

ビジネス
環境

産業特性

市民生活
市民生活を支える
産業力の強化

・有効求人倍率は、業種による需給アンバランスあり。
・企業の取引先は市内がほとんど。
・資金調達先は地方銀行が最多。商工会議所の加入率も高い。

・生産年齢人口が減少。
・一人あたりの雇用者所得は県内１０位
・預貯金額は周辺市と比べて多い

・事業所数が減少
・「従業員の確保・育成」、「売上高の減少」が課題

・市内交通環境は充実、産業団地等創業しやすい環境
・学生は就職時に市外へ転出意向
・立地のデメリットは「人材が集まらない」

・人口減少、少子高齢化、カーボンニュートラル
・ライフスタイルの変化による健康課題への意識

現状 課題

宇部市産業振興計画



成長産業の創出と
魅力的な働く場の確保

地元産業の
継続と強化

まちの活性化と
魅力づくり

多様な人材の確保・
育成と職場環境づくり

共創

ステイクホルダーとの共創により実現

次世代につながる
活力に満ちた強い産業のまち

目標：市内総生産
第２次産業＋第３次産業

目標：市民１人あたりの雇用者報酬

２，０２５千円⇒２，２２０千円

６３５，６９５百万円

⇒６５１，６３０百万円

学
大学・高専

民間企業
商工会議所等
商店街

産

公
宇部市
国・県等

金
金融機関

宇部市産業振興計画
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